


本市の収入の根幹となる市税の収入見込額は、市民
税については税制改正などの影響で増収となったものの、
固定資産税については評価替えによって課税標準額（税
額を算出する上で基礎となる金額）が下落したことな
どの影響で減収となり、全体としては前年度と比べ、
ほぼ横ばいとなりました。 
こうした厳しい状況の中、最小の経費で最大の効果

が得られるよう、適切な行財政運営に努めています。 
平成18年度の一般会計予算は、　3　月末日現在で、当
初予算に前年度からの繰越事業費と　5　回の補正を合わ
せた結果、188億8,899万円となっています（表①参照）。 
平成18年度下半期は、土岐津公民館建設事業・ＪＲ

中央本線西踏切拡幅改良事業などを行いました。 

 
 
特定の事業を行ったり、特定の収入を特定の支出に
充てたりするときは、一般会計と切り離して経理を行
います。これを特別会計といい、本市の場合11種類あ
ります（表①参照）。 
 
 
病院事業や水道事業などは、それぞれ一つの会社で
事業を行っていると見立て、独立して経理を行うのが
一般的です。これを企業会計といいます。 
 
 
市の収入には、市税などのほか、学校・道路・公園・
下水道など、一時的に多額の支出を伴う建設事業の財
源として、市債（長期借入金）があります。市債は、
将来にわたって負担を残すことになりますが、世代間
の公平負担の原則を尊重しつつ、返済能力の範囲内で
運用しています（表②参照）。 
平成18年度は、土岐津公民館建設事業や消防団拠点
施設建設事業（土岐津町・妻木町）などで借り入れま
した。 


